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研究要旨：認知症者の在宅生活を維持する非訪問型の生活評価・介入システムの導入 

 

Ａ．研究目的 

本研究では自宅写真を撮 ってもらい、回

収した写真から生活を評価する非訪問型の

生活評価システム「Photo Assessment(以

下 、PA)」、患家にあるパソコンやタブレッ

トを Zoom などのオンライン会議システ

ムで病院とつなぎ、画面越しに生活指導を

行う「Online Management(以下、 O-MGT)」

の標準化が目的であるが、これまで開発を

行なってきた機関は大学病院である。その

ため 2023 年度は一般病院の外来認知症患

者・介護家族に導入するにあたり、導入を阻

害する可能性のある要因を検討した。それ

によりこれまでに訪問看護・訪問リハビリ

の経験のない患者・家族に PA/ O-MGT を

実施する場合には、導入時によりその効果

も含めより丁寧な説明が必要であること、

介護者が高齢である場合にはオンライン会

議システムの使用に何らかの支援が必要で

あることがわかった。そこで今年度それら

の阻害要因の少ない対象者を選定し実際の

加入を開始した。 

 

B. 研究方法 

当科外来に 2023 年 12 月に当科物忘れ外

来通院したアルツハイマー病患者で、訪問

看護あるいは訪問リハビリを受けた経験の

ある患者（CDR0.5-CDR1）、あるいは日常

的に家族が zoom 等のオンライン会議シス

テムに慣れている者 8 名のうち同意の得ら

れた５名に介入を行うこととした。 

 

(倫理面への配慮) 

本研究は外来診療の一環として行われ、

当院の倫理委員会の承認を得て実施した。 

 

C. 研究結果 

5 名から同意が得られた。5 名の内訳は、

5 名全員が家族がオンライン会議システム

に慣れている者であった。訪問看護あるい

は訪問リハビリを受けた経験のある者は 1

名であった。その後順次 O-MGT の実施を

開始した。介入が終了した３名はいずれも

主介護者が子供や子供の配偶者か、主介護

者が配偶者であってもオンラインシステム

のサポートをする子供が平日日中に対応可

能な者であった。同意が得られていた２名

については主介護者は配偶者であるが、オ

ンラインシステムの操作を行うのが日中働

いている子供であったため、平日日中に調

査のための時間を取ることが困難であり、

調査期間中に実施が終了しなかった。 

介入が終了した 3 例は介入に対して、本

人・介護者ともに好意的な感想を持ってお
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り、今後の進行期に備える準備になったと

捉えていた。 
 

D. 考察 

まだ現時点では認知症を発症する患者お

よび配偶者世代単独ではオンラインシステ

ムを用いての O-MGT)の導入は難しく、子

供世代の援助が必要であると考えられた。 

 

E. 結論 

O-MGT を円滑に導入するには既に家族

がオンライン会議システムの使用慣れてい

る者に実施導入が行いやすいが、そのよう

な介護家族は就労年齢者であることが多く、

平日の日中に介入時間を確保することに工

夫が必要であると考えられた。 
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